
施
設
長　

西

村

俊

郎

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
健

や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
地
域
の
皆
様
方
を
始
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、

家
族
会
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
順
調
に
施
設
運

営
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
有
難
く
、
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
や
す
ら
ぎ
荘
に
と
っ
て
歴
史
に
残
る
記
念
す
べ
き

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
に
は
、
老
朽
化
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
旧
や
す
ら
ぎ
荘

に
代
わ
っ
て
、
新
し
い
や
す
ら
ぎ
荘
が
完
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

新
た
な
地
で
の
新
や
す
ら
ぎ
荘
は
、
三
階
建
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
定
員
一
〇
〇
床
の
う
ち
ユ
ニ
ッ
ト
個
室
八
十
床
の
施

設
と
な
り
ま
し
た
。
市
当
局
の
ご
配
慮
に
よ
り
大
変
素
晴
ら
し

い
施
設
に
し
て
い
た
だ
き
、
入
居
者
も
快
適
な
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
二
十
床
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
三
十
五
名
の
施

設
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
に
、
や
す
ら

ぎ
荘
の
基
本
理
念
で
も
あ
り
ま
す
、
最
高
の
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
た
自
立
支
援
を
充
実
さ
せ
、
職
員
一
同
、

認
知
症
ケ
ア
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
の
実
践
科
学
的
介
護
や
看
取
り

介
護
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
十
一
月
に
は
、
や
す
ら
ぎ
荘
が
で
き
て
三
十
周
年
に

当
た
り
、
我
々
が
所
属
す
る
社
会
福
祉
法
人
で
あ
り
ま
す
「
福

寿
会
」
が
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
が
ヘ
リ
オ
ス

に
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
に
感
謝
状
が
理
事
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、

地
域
の
皆
様
を
始
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
家
族
会
の
皆
様
の
ご
理

解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
十
月
に
南
砺
市
で
介
護
保
険
推
進
全
国
サ
ミ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。
や
す
ら
ぎ
荘
も
協
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
近
の
高
齢
者
福
祉
の
方
向
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
で

暮
ら
し
、
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
年
齢
に
達
し
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

も
増
え
続
け
る
中
で
、
や
す
ら
ぎ
荘
で
は
二
百
人
を
超
え
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
申
込
者
が
存
在
す
る
と
い
う
地

域
の
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

や
す
ら
ぎ
荘
は
、
こ
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
拠
点
と
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
存
続
さ
せ
、
施
設
介
護
ば
か
り
で
な

く
、
在
宅
介
護
を
も
推
進
し
て
い
く
よ
う
な
、
老
人
福
祉
施
設

を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
入
居
者
を
始
め
ご
家
族

や
地
域
の
方
々
と
の
連
携
を
保
ち
な
が

ら
、
職
員
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切

に
、
誠
心
誠
意
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

しゃくなげ
みずばしょう

むぎや

つばき・八乙女

医王・桑山

３Fユニット
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平成24
年

12月15
日

　　はいポーズ♡
みんな上手やな～

ちょっと
　　　一杯

巴による

もちつき
だいこ♪

バルーンアー
ト

やすらぎ荘職員
郷土芸能部？（笑）

かわい
いでし

ょ

抽選会

売店にて

赤 組

会運 動 平成
12

年忘れ会年忘れ会
やすらぎ110号（２）　平成25年1月発行　 　平成25年1月発行　平成25年1月発行



平成24
年

10月31
日

選手宣誓

準備体操 フレーフレー♪

フレー
フレー

♪

パン喰いレース

玉入れ

表彰式
応援合戦

仮装レース

赤 組赤 組赤 組 白 組白 組白 組白白 組

会運 動 会運 動 年忘れ会
　（３）やすらぎ110号 平成25年1月発行　平成25年1月発行　 　平成25年1月発行



急激な温度変化にさらされることで血圧が急上昇、急降下する「ヒー
トショック」をご存じですか？特に寒さが厳しくなる冬場に「ヒートシ
ョック」が起こりやすくなり、入浴中に亡くなる人が増加しています。
冬の朝風呂は、朝の高血圧に加え、温度差で血圧が大きく変動しや
すいです。血圧の上昇で心筋梗塞や脳梗塞など（病死）、または血圧
の低下により意識を失うことで溺死を起こす原因となります。

冬冬の朝風呂朝風呂に注意注意しましょうしましょう冬の朝風呂に注意しましょう

ヘルパー研修会ヘルパー研修会

2013年も良い年で
　　ありますように！
2013年も良い年で
　　ありますように！

「富山型デイサービスとは？」 「わくわく小矢部」

作品製作
願いを込め

て

・血圧の安定する起床後1～2時間後に入浴を行いましょう。
・シャワーを流したり、浴槽のふたを開けておいたりして浴室を温める。
　また、脱衣室はストーブをつけて、浴室との温度差を10℃前後にして
　入浴するようにしましょう。
・冬の朝風呂の温度は40℃前後とし、熱すぎない温度にしましょう。

「笑いヨガ」大谷矢さんの
　　まほうの言葉で、思わず笑いが出る。

平成25年1月発行　 やすらぎ110号（４）　　平成25年1月発行　平成25年1月発行



ふ
く
満

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ふふふふ
く
満

デデデデデ
イイ
ササ

ビ
スス
セセ
ンンンンン
タ

「富山県」の人が「富山」で
初めて作ったサービスの事
です。赤ちゃんからお年寄り
まで、障がいがあってもなく
ても、誰もが一緒に身近な
地域で楽しく過ごしていた
だく福祉サービスです。

富山型デイサービスの他にも、障がい者の日
常生活支援や子育て支援など、地域との連携
強化に力を入れているそうです。お年寄りが
孫と遊ぶように若返ったり、核家族で育った子
供もお年寄りと触れあうことができたり、みん
なが笑顔になれる温かい空間でした。

冬の朝風呂に注意しましょう

ヘルパー研修会ヘルパー研修会ヘルパー研修会ヘルパー研修会ヘルパー研修会

今年の干支のヘビを作りました。
可愛い置物に完成しましたね。

11月10日、17日に砺波地区ホームヘルパー連絡協議会研修会で小矢部市の旧松岡病院にある
「わくわく小矢部」という富山型デイサービスの見学をしてきました。

幅広く、色んな研修に参加しています。また学んだことを生かせるよう頑張ります！

「富山型デイサービスとは？」「富山型デイサービスとは？」 「わくわく小矢部」「わくわく小矢部」「富山型デイサービスとは？」 「わくわく小矢部」

高宮コメッツの演奏や水車レディース
の歌や踊りを楽しみました。

これからも、利用者の皆さんに楽しい雰囲気の中で過ごせるよう頑張りまーす。

～富山型デイサービスについて
～

今
可

巳
年！

今年の干支
私達の作品デス

私も踊り好きやから一緒に踊るちゃ～！

　（５）やすらぎ110号 平成25年1月発行　平成25年1月発行　 　平成25年1月発行



ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

褥
瘡
の
研
修

避
難
訓
練

看
護
職
員
と
介
護
職
員
の
ケ
ア

連
携
協
働
の
た
め
の
外
部
研
修

10
月
3
日
、
㈱
モ
ル
テ
ン
の
鈴
木
裕
司

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
褥
瘡
予
防

の
仕
方
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
『
褥
瘡
ケ
ア
』
の
為
の
体
圧
分
散
寝
具
と

看
護
・
介
護
技
術
と
題
し
て
、①
マ
ッ
ト
の

種
類
と
効
果
、②
ギ
ャ
ッ
ジ
ア
ッ
プ
時
の
ズ

レ
力
と
背
抜
き
、③
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
体

位
変
換
枕
の
当
て
方
、
に
つ
い
て
実
践
を

ま
じ
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
が
実
際
に
体
験
す
る
事
で
、
生
の

感
想
を
聞
く
事
が
で
き
、
と
て
も
分
か
り

や
す
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
事
を
生
か
し
、
入
居
者
の

方
々
に
よ
り
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

や
す
ら
ぎ
荘
で
は
、
年

に
2
回
、
日
中
避
難
訓
練

と
夜
間
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
11
月
19
日

に
新
施
設
に
な
っ
て
か
ら
、

1
回
目
の
日
中
避
難
訓
練

を
南
砺
消
防
署
員
立
会
い

の
元
実
施
し
ま
し
た
。

　

的
確
に
行
動
で
き
る
よ

う
に
日
頃
か
ら
の
心
が
け

が
大
切
だ
と
職
員
一
同
が
再
確
認
す
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

新
や
す
ら
ぎ
荘
は
、
3
階
建
て
と
な
り
、
耐
火
耐
震
に

優
れ
た
建
築
で
、防
災
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
。訓
練
後
、

南
砺
消
防
署
よ
り
講
評
を
頂
き
、
職
員
に
よ
る
ハ
シ
ゴ
車

の
体
験
な
ど
も
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
に
よ

り
日
頃
の
防
災
へ
の

意
識
の
向
上
を
心
が

け
、
入
居
者
の
皆
様

に
安
心
し
て
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
様
に

施
設
環
境
作
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

12
月
4
日
、

南
砺
中
央
病
院

の
根
井
医
師
を

講
師
に
お
迎
え

し
、「
高
齢
者
の

身
体
的
な
特
徴

を
理
解
し
、
合

併
症
で
あ
る
誤

嚥
性
肺
炎
の
対

応
を
学
ぶ
」
の

研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

69
名
の
参
加

が
あ
り
、
最
近
の
高
齢
者
医
療
の
現
状
と
看
取
り

介
護
に
つ
い
て
、『
生
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
人

間
ら
し
く
人
生
を
終
え
ら
れ
る
こ
と
』
を
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
言
語
療
法
士
の
方
が
「
誤
嚥
の
し
く
み
・

嚥
下
の
訓
練
・
姿
勢
」を
わ
か
り
や
す
く
講
義
さ
れ
、

参
加
者
が
実
体
験
を
通
し
て
誤
嚥
の
苦
し
み
を
実

感
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
入
居
者
の
方
が
最
後
ま

で
、
楽
し
く
、
安
心
し
て
お
い
し
く
食
べ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
工
夫
を
し
な
が
ら
介
護
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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〕
略
称
敬
〔

）
体
団
（

G
O
ト
イ
メ
ス
ル
ヘ
・

中
社
瀬
成
流
月
草
・

団
仕
奉
字
十
赤
光
福
・

会
声
吟
光
福
・

動
運
り
く
づ
会
社
い
る
明
・

団
仕
奉
字
十
赤
口
井
・

会
鈴
美
・

会
の
り
ま
だ
ひ
Ａ
Ｊ
・

会
の
ミ
レ
ド
・

会
の
友
子
山
案
・

会
翔
婦
・

会
人
婦
合
連
光
福
・

会
の
り
わ
ま
ひ
部
り
語
・

会
き
ず
み
・

ブ
ラ
ク
点
・

会
鶴
千
・

会
葉
四
・

会
合
連
ブ
ラ
ク
人
老
口
井
・

会
の
り
ば
ひ
・

会
の
り
ま
だ
陽
・

会
謡
民
と
さ
る
ふ
・

）
人
個
（

　倉
髙
・

美
玉

信
志
与
田
山
・

　澤
中
・

子
淑

　村
出
・

枝
一

子
よ
さ
達
安
・

　崎
谷
・

子
記

子
弘
佐
島
北
・

子
美
喜
岩
金
・

　田
島
・

美
朱

　野
鵜
・

子
悦

　田
森
・

子
信

え
み
き
野
立
・

　山
栗
・

雄
忠

　野
辻
・

子
裕

　田
澤
・

子
桂

　
　南
・

美
芳

　
　南
・

雄
民

　川
向
・

子
弘

　
　南
・

子
秀

　奥
西
・

剛
清

子
り
ま
田
太
・

　井
坂
・

悦
謹

　島
福
・

子
洋

　澤
竹
・

緒
奈

　田
松
・

希
友

　浅
湯
・

子
芳

　本
常
・

子
栄

）
祉
福
療
医
（
香
乃
帆
田
石
・

　辺
渡
・

　彦
昭

郎
次
竹
田
上
・

）
校
学
（

校
学
小
部
東
光
福
・

園
稚
幼
葉
青
光
福
・

校
学
小
部
中
光
福
・

校
学
援
支
合
総
み
な
と
立
県
山
富
・

園
育
保
田
山
・

園
育
保
田
山
北
・

校
学
等
高
野
福
砺
南
・

、
て
し
ま
き
頂
を
力
協
御
・
情
厚
御
の
ん
さ
く
た
に
方
様
皆

。
す
ま
げ
上
し
申
礼
御
て
に
面
紙
。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
に
誠
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ユニットでは毎月、様々な行事を行っています。
入居者さんの楽しそうな様子を皆さんにお届けします！！

しゃくなげ
みずばしょう
しゃくなげ
みずばしょう

干し柿づくり むぎやむぎや お好み焼き

づくり

おいしくなーれ

たこ焼
き

づくり

つばき・八乙女つばき・八乙女
菊まつり

アンパンマン
ケーキづくり

医王・桑山医王・桑山

どら焼きづ
くり

メリー
クリスマス♡

クリスマス会＆
クリスマスケーキづくり

３Fユニット３Fユニット
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